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『プテジル主）：；;i'fii¥J;1tの発展』
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低開発国の特定産業について，その生成・発民，技術

的，経済f肘,ljij{J条件，そのiii場成果等を扱， ，／.こ丸迂均研

究は，非常に少ないように｝／J，われ，＇：，。このよ.＇） Iなlミロ正的

研究は，低開発閣の工業化を研究する者にとって有用で

あるばかりでなく，これら諸国の産業開発政策に対しで

も，また，有効な武器を提｛割、する竺とになん札

とくに， lJt開発固における欽淋栄町の創出itー とし’〉ロヨ家

的威信の苅拐とともに，工業化の小核産業：しくの，他

産業に及ぼすi虚関効果は大きく，したが什て，その発展

を規定するさまざまなファクターを実証的に分析し，実

態を明らかにJることは，きわめぐ重要な課題FJ勺ると

v、えよう n

以上の視点主持つ者にとって，〆ラジル

ての具｛本的な産業分析を提示する本言；幹l士，興味を引く＂,lf

物である。

プラジrレ鉄i町長は， 196()if：以降急速な発犯をみ， 1960

年に171万トンてあった鉄鋼生産は， 1968年には44:l万ト

ンに達し， 8年間で生産は2.6倍になった。ラテン・ア

メリカ全体からみても， 1964年現在18ある一貫製鉄会社

のうち，プラヅFレには半分の9社が存在してお fJ，生産

量もこの地域企体の30%以上をおめるに至円／三。かくて

ブラジルは，うテンアメリカで故大の鉄鋼業全古て上げ

たということができる。したがってブラジルは，自動車

工業とともに，鉄鋼業を，低開発闘における産業分析の

具体的な事例として提供する条件全備えており，ベアー

教授は，本，1}において，その1/'i/,Tの素材を；itパLたとい
うことができるのである。

II 

書 評一一一一一一一

絡会祉を訪問することによって，専門家と意見を交換し，

作級な資料，データを入手した。筑？？もとの問著？？にお

会U、Lたことがあるの

この主うにして:ttめられた本j干のねI'，いにつU、て，
将官－は，次の諸点を強調しているのナなわち，ブラジノレ

の経済発展のプ口セスについては，すでに多くの分析が

あらが， 「総体的な分析だけでは，色はや成果を期待で

Fない段階にきておりi，特定産業に関する産業分析に

よって，ニ具体的なヂータとその成果を得ることが必要と

なってきている。とれは，たとえば，マクロな問題とし

ての資本一一産出荷比率，労働力吸収率の低さといった

ものι個々の産業について具体的に分析すること，し、
L、かえれば， 「杭・，J::泣業の1:,産諸！要素がどのように新政

術に適合したか，どのようにコストが競争的な水準にま

で引き下げられたか，経営管理者，熟練労働者の不足が

どわように産業の発展のボトル・ネックとなったか．新

土（,I,産業保護政策はどの上うになされi:,,（きかj等セの品

川Jm:,::I珂らかにすることであるとしてνる。このように

本書における著者の目的は，低開発閏の経済発展を，産

業分析によって具体的に明らかにすることにあるといえ

ふが， 3らに， アヲジル鉄鋼業をその対象としたのは‘

この陀業の生成・発｝j（過程が，低開発同における重工業

店i]il＼の努力を明確に心しているかんであ i），軽工業を，p

心とした一般的な低開発国工業化論に対する一ーつの反証

をかすためでもあるとしている η

軒目l主，このようなな図をもって， アラジル鉄鋼業の

在）J共過程を詳細｝二分析Lているが，そのj立図は，本！I；ご

おし‘て十分に果たされているであろうかの

頂

木古iま，第1f立から第9主主までの本命と4編の付属資

料，参考文献，索引からなる。本論は，さらに，（1）ブラ

ジル鉄鋼業の技術的，経済的な前提条件（第2章，第3

章）， (2）その生成過程と経済発展に対するインパクト（第

4 ,f, ?ts主主）， l3）そのパフォーマンス（第6章， 1,r,7 
y'), (4）今後の発民と結論（第s，乞第9掌〕の4部分
にわけることができょう。

(1）において著者が明らかにした興味ある点は，鉄鋼一

貫工場建設に必要な機械設備への投資に関してである

本書｛乍成の，j

tituto Brasileirc】deEconomi‘主（ドunda宰畠oGet白li《） Var- N九日， COSIPAと1960年代に行なわれた CSN,Fl¥V 

E国）に滞在し，サン・パウロ大学，ミナス・ジェライス の各プロジェクト（これら4社はいずれも国営製鉄会社）

大学，国立開発銀行等の諸機関，開立製鉄会社等の鉄鋼 のデータを比較しているが， 1950年代のプロジェクトに
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二二二ニ二二二番 評

.:,; L二外国製品の調達にj(,Jけんれた在ri；し総投資額の

/ii)～（j同%であ.，たのに対L、1llGOq：山てAll土25～，19%に

{i'2 I L之とヤうことであ六 L ＜＇、に，明治部門における

しい f，；、 pciの建，i~にお＼ .て， よニジ，jヒ判t71v；：，から；1:1%に急

激f仁川ドをみたn Iリ］（＇＇かにこのごと i.t, !%Of刊ににはヤ

けど，ヅヲジルの愉人｛に併による I ｝~化が、 if(i：業（／）1(11

,.:.nいても2」生にjjljんだことを5'（； してし、る。この中vJJi/J
／｜・必ず｜ーにおし、て羽在世界でもっともj並んだ戊似iであるだ

If＇二 答者の街摘の意義；t｝，：きいc l,,Jじ＜ (1）の部分でま投

jノii.亡、、る原料部門に関L・：：よ（江う J ，；.－.），原料炭の問題

、f lとも重要である。治i仏i,i:・:: ,n ・，；〔江主夫鉱石の存在に
l七L，灰分が多く，高コスト川u;cJ：同：は，プラジノレ鉄鋼

七に L って深刻な問題を虻起しい、－＇~， 0 般に，ブラジ

ノレ伐の価格はアメリカからの輸入炭の2倍とされている

が，著者は，これは，鉱山の非能都な操業，輸送手段（／）

欠tm，政府の価格維持政策に起因するとしている。
1966:tf－以降実施されている阻l村l災使用の詫務化（40＇｝も）
lこ＇） ¥ ，・てit,i＇，『；j;l;J;(/) 11 :ilfd'J：そ！者Jj!悲し C, mGI完で扱われ

－コ，（1)/m分につb、ては，：；； ,j ,;, ，入 jG[II紀中葉以降のフ

' ，：.鉄鋼業の歴史的な泌氏ii;.'!f＇〆：μfjll!ト：跡－＿）ける。し

差点は，ブラジルJi~t1;", i'i: / UiJなー質製鉄所であ
ふじi礼メiderurgiじaBelgo－恥Iineiraの，＆iL(192lir)以降

に僚かれ一口、る。生産， wrn：，輸入等の鉄鋼諸統，li七，i
としと1920年以降につL、て鎚供与れている。 L；；己 Belgり・

!¥Ti nei ra <l.l 1没なとそれに枕く 1~1:10年代It，民：訂に上 jLI f. 

iアジジ、ル鉄鋼業のグ fナミソクな発Jj(<lll時WJlであ， 3

/・,. 11121，ドからJ9:1Y{J: cl: －；こi・：：＂パ ），I/ iご小の製鉄会引

い2i'iI iこi主L,JY:19年にJ；，人仏政l(i!Jトン，鋼J丸11

'J I ：，圧延製品10万トン士そit ＇－~·，11'Lキし，約 1 )J;J（削

1，の分働者を雇用していた。 l940>1千代tj、国営製鉄会-H：町

(CSN）の設立，すなわち，フランノレド：；:sける近代鉄鋼業：

の確立のH寺期であるが，著者は，政）ff，軍部，外国資本，

国内民間資本のさまざまな動きを追うことによって，低

開発闘におけける近代的な国営一貫製鉄所の設立をめぐ

る鉄鋼政策史の一端を解明している。 1950年代から現在

tこ王ふ時期は， USIMIN:¥S, CU世P入 （／）設立によって

ブラジノレ鉄鋸業にあらたな発展の要因がヌ淳入された持代

といえるが，著者は，新L，，、発肢のj品粧を明らかにしつ

つ，国営製鉄会社への生産集中が増大Lたことを指摘し

てLι。第5章では，このような発恨の過程をたどった
ブラジル鉄鋼業が現在内包する生産構造を，生産段階別

内あるいは企業別の生産実績と生産能力のギγップカ・
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f，う111人 ,¥ t＂，に，工業化の中核~·pt とし亡の鉄鋼業の，

1'1Ji!1+, ；己主，＼，建設等の諸産業lこりする；止，れfj ，~IJ巣に干1・廷

しぱ粉、fii<1) 11,1定域大を図るこ 1が、 1・_'f'{l',(/Jjfi；使に大

三ノ ＇iii j ) ' ' ，としていふ。

'1U叫liIこっh、てn -}:}}iの卓，，：，u:t,11n '", ・/pにこのじめの部

分ωぺiツ才一γ ンスの分析に置かれていろのギI::・J'' 2:i'i ti 

？；？におL町て，特打l士プ、ラジノL鉄鋼業のい-li司Iパフォーマレ

ス企倣うのすなわち，生注目，制航，コスト， f山格の11¥J
山 C,tり－＂.， n 祥行；ま，生産牲については， ;f,'jが山コークス

Jl.＋土ll/i) Jjf，メキシコ，アcl.,・J->f-＞よりιこの上七
刊t{J＼：く，納入炭を増大させるこ土にk i仁ぷらにi七

VH~T、主せることが可能である 1:- L, i:ll恨のメリット

；二〆代、－~ ,.I, ECLAのデータを引JlJLし：li足製鉄所に

才J＼、ては，今後の拡張によって，十分にスケー／レ・メリ

ット:I':＇主受ヤきると主張している。ロストに関するデー

ケlt' ;t1f (i・が鉄鋼各打ーから直接入手した資料をもとに到l

1・1に11加えしたものであり，本：'Jl'・のI！見巣のひとつというこ
とができる。ブラジルの鉄鋼製品のコスト計算は，ECLA

u,),fiや， T Jリカのコンサルタシト Born,Allen and 

I L1rnillon International社のものなどがふ心！）；，著者l土

: ! i"' l') j 、ケと省／lーが独自にill&I ／こ＇r-1.JEを詳細

γi iソド｛， j ,: ,: j ［，，ブラジルが， マミト1i1iにJ ぺ、とは｛むの

サアンノァメ yJJ i諸lcli［に比し有利であ心一二と， しかし， Jjj(

料伐の輸入｛火千0主ーを引き上りるならば，さらに欧米諸仏l

にJ.JL ・r 1. (1午I］に立＇）ことを別らかにし，他方，価怖に

/Jい℃fl，政）（＇.fen政策lこ.l：って倒的コント pーノレがれか

われてし、ぷうえに， csNがプライス・リーダーの役立I]
,, i't'.J 'r L J 、ふため，人為i't'JlこifiAく却に拐！え，，；／ t. Cお i),

jdl(i行fj?[:/f,);; tふるが111品質i土必ずLも十？〉なものではなL、

と［山、い；必7章：：外部パフォ－？＞正で，J，輸送コ

ぺい7・らみj二：id也ノξターンの検討と険会’'Iii:用の概念を導

入！心鉄鋼liJ泣化の効果分析を品み， また，！＇1；時一と関連

して，鉄鋼コストの国際比較をさらに民閉してし、る。

以後に，（4）のrn1分のうち第8＇.，主は，ブラジルの鉄鋼需要

予ii{ljとそれにともなう鉄鋼各社の拡張計画に関するもの

である。半年者は，これまで， ECLA，国立開発銀行等多

ヘの機関が推，，！－した需要予測を，輸出拡大の11｝能性を無

H! r :-_ jパFパサ3ると批判し，すでに明らかにしたプラジ

，：.鉄鋼業のi~際競争力からみても，生月｛：量；の10～ 15%の

論tLiiけ・，｝に，，r能性のあることだと主張する。そしてこ
の上うな脅えにもとづき，ブラジlレの鉄鋼需要の水準を

想定し，BoozAllen社が国立開発銀行に提出した鉄鋼業

調査報作脊の各社j)ljの拡張計商案を検討し，そのスケー
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ノレ・メリットを分析している。第9主主．結論では，それ

主でのf宇奈の！日l題点Eそ円 ＇irVi結果を要豹Lつり本会

の意図に ：i:t' 日って， f1t1:rHc,1 i；こおし、て，r,1:y＿、土創Illす
る士とか，点的であるとャう汚えは・般lti’かになL、二

と，資i1~し l いiJ1｝，技術・技術行？？；の条件がみにされ勺な

らばそれが1iJ能であること ，！＿＇.あじためて強調してレる内

巻末に；t，貸料とし一、鉄鋼任？！；の繍liirki法tに F,行

1＇：！身と EじLAの鉄鋼ごI川、，,I算去、 i司l'・JL足依Jilv'）僚の

コスト，生産性に対する影響試算表が付されているの

参考文献は， ‘般的な鉄鋼業に関するもの；tでを合み，

研究者・常rに政府資料，鉄鋼f付l；資、十I－~木々禍慨がjに収

録してL 二 filfflに｛更でい－＂.， c

IV 

以上ラ箸符の意図に治ゥて，本舎の内合y日flLかにし

てきたπ 許；，のブラジル鉄鋼T：；こ対するね；＇，，， H1lliとして
は，こ.fltごしfj発展の成朱のろえに，さらi二llJ70{[-fl;;iこJ,

いても，条件つきではあるが，政府の｛呆議政策なしに，

発展の可能性をもっ，とするものである。このよう必諮

者の評価lirt.4でに，要約しん論文のMて唱し附1Bergs-

man, !Jra.ziL、lndustria/1:cation and Tnr,Iνl'oli,・i1’s 

1970, I I川.vaId S. Ellis，川「：／＂heF.cono111y ,,( Iカー・aecil,

1969等に収録され， 符千分散した印象を受けるきらい

はあるが，大きな意味をもつものであろう。本番に上.., 

て，われわ；！L;t，プラシ Fレ！守主の実証1更JM叱【八成果の

響 評一一一一ー

ごとからみても，この点に関する分析は重要である。

::ii 2 i土nT場t再r；；丘の分析に関しとヴある。ブラジル鉄鱗
むにおける国に；＇[!I門への生産の集中；主非常に高く， i可’i;r;

,t fl：への生産能｝j, コークス両が， LI)転炉， Iじ辺守1,111',

怜における1長'11J(!:1:t60%から 100%にiiiいものとな勺て

'.;:'.,o したが，fて，このようなii目心、集中皮を前提にしよt

,I iJ坊溝i告の分Piが上り必要であろう川持者が序たで述Jこ

るような，鉄線業の発援における民間部門！：同家部

門の相互関係？を！リjらかにするためにも，この視点は必要

と汚えられる。

;•r,i 3は｜司’討作！号誌の財務状況の分析である。この点、は

本，！：では，'eく削はしられていないn しかし，国営企業の！T

倒的なシェア一方、「パ、つでも，その株主構成， tit湾；，者六

の分桁が，鉄綱業のパフォーマンスを反映するものとし

て，今後士すます必要とされるであろう。

日4f土本書εt?:!!1〔｛されている資料iゴ喝してでJ、る内：~·

r'I: ！：胃 Eく：LA,Booz J¥llen干i：の資料士q1心iこ，鉄鋼業に

l¥'.J L C数多く川氏11-を引用しているが， 1967年i二通院行

かじr11n－.：：れた鉄鋼計両手f-(Mini叫品rioda Indt'.!stria 

e do Com品rcio,(~rupo Consultivo cla Indt'.!stria Side-

'ca: I》lanosi《le，白rgiconacionnl, 2v., 1967）をな！日（［

:: L、ts.い内このほ1↓：:t，すでにJ也、／こ BoozAllen [I,:, 

村山苦手をそけ心 j!]jil若手fにおL、て｜羽51：開発銀行のスヤヅ
づと協力して作成されたものであり，ブラジル鉄鋼業の

:J::.態と今後のかii'i］を示唆する基本資料といえるn おそ「，

11.'fl；司的に本.ti:-，・，，；よii（け－（.， 三ど7）マ!i.ll'i!であ，＇tて＇・｝，りわれ
っとし／、 .ZR，花（S.J.メtein,The Bra亡ilia11Cotton ，が＇ y.＼；；念でふ’L

Manufacture, 1957），資本財工業（N.I I. Leff, The Br.叶 J1げをに， 1J千本；容のテー？とずれる11¥J題ではあるが。

zilian Caj1ital Goods Industry, 1.929-1964, 1%8）等に よ｝チンアメリカの鉄鋼業における国際協力の効果と可能

主らに鉄鋼業ーをつけ加えるこ左ができたといU、えよう n れいつL、てこ汗r,・0）見解ーをききたいものである。
最後に， }・7ジ／レ鉄鋼＇f；こ｜拐して，本1ーではィ、ト分に (1-<l ,I: 'ii 1 i部 小坂イdJi)

しか扱われなiJ、った問題，あるいは全く倣j[ ［＇，れなか》

た問題を若干指摘して今後の研究に資したい。

第 1に，ブラジノレの鉄鋼政策に関してである。本書で

は， CSNはで立，関税，｛1tti怖の面で若干（／）叙述がみられ

るだけでま 1::.tった分析；まないの本書でも明らかなよう

に，プラジル鉄鎮業における自営部門のシ工アーは圧倒

的に大きく，鉄鋼政策の方向いかんによっては，鉄鋼業

におけるパフォーマンスに大きな影響を与えると考えら

れる。 1干ffがLばしば引用する BoozAllen社の報告書

の目的も， ごの鉄鋼政策の確立lこ向けられてU必。 1967

年以降，政策の審議，決定機構にも大きな変化がみられ

その過程の中から，国営鉄鋼会社をコントロールする；），

ールデ fング・カンパニ｝の構想、等が打ん出されている
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